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第 431 回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

対話の場 ＆ 出会いの場 〜 ホ ッ と し た 表 情 に なる 〜 

 

2026 年９月 26日 ひばりヶ丘駅 ー＞ 池袋駅 －＞ 飯田橋駅 －＞ 小岩駅に向かった。 第 33 回『小岩メデイ

カルカフェ みちくさ』(主催：野口恵子氏 江 戸 川 区 小 岩 栄 光 キ リ ス ト 教 会に於いて)での講演に

赴いた。 【が ん に つ い て の 思 い や 不 安 な ど を 語 り 合う『 対 話 』 の た め の 場 所 で す 。 

が ん を 経 験さ れ た 方 、 そ の ご 家 族 ・ ご 友 人 、 身 近 な 人を 亡 く さ れ た 方 、 医 療 者 

の 方 ・ ・ ・。 お 茶 を 飲 み つ つ 、 語 り 合 い 、 聴 き 合 い 、 ある い は 、 た だ そ こ に い 

る だ け で 、 帰 る こ ろに は ホ ッ と し た 表 情 に な っ て い る ・ ・ ・ 毎 回 そ の よ う な 

場 と な っ て い ま す 。】と 紹介されていた。 

 

【『涙とともに パンを食べた者でなければ 人生の味は分からない』(ゲーテ:1749-1832)＆ ゲーテを こよなく

敬愛したスイスの作家 ヨハンナ・シュピリ（1827-1901）の『アルプスの少女ハイジ』の現代的意義は『喜んで 

無邪気に 小さなことに大きな愛を込める』。また、『あなたが善を行うと、利己的な目的でそれをしたといわ

れるでしょう。気にすることなく、やり遂げなさい。目的を達しようとするとき、邪魔立てをする人に出会うで

しょう。気にすることなく、やり遂げなさい。』（マザー・テレサ：1910-1997）】をさりげなく語った。 ま

た、下記も述べた。 

 

『がん哲学外来の絶対性大原理』 

愛がなければ全ては無意味 

『がん哲学外来の真髄』 

（１）愛に溢れた雰囲気 

（２）静かな口調 

（３）にもかかわらず 

『がん哲学外来の心得』 

（１）仮面を外し、心の垣根をとる 

（２）秘密は守る、リラックスした時間を過ごす 

（３）正直になる、積極的に人々に仕える 

 

多数の参加者で、複数の質問も寄せられた。 大変有意義な充実した貴重な時となった。 ９月 27日は、【所沢

がん哲学外来カフェつむぎ オープン記念講演会『言葉の院外処方箋 〜 対話の場 ＆ 出会いの場 〜』】に向

かう(画像)。 
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